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 平成 26 年度に「協和づくり計画」（計画期間：10 年間）を策定しまし

た。これまで計画に基づいて地域づくりに取り組んできましたが、新しいこ

とへの挑戦や既存計画の充実を図る必要が生じました。 

 そこで、これからの中期・後期のため、令和元年度にわたしたちが考え、

意見を出し合って、行動計画の見直しを行いました。 

今回の行動計画の見直しにより、行政や関係機関と協働し、力を合わせ、

さらにより良い協和づくりを進めていきます。 

 

 

 

１ 協和づくり計画（見直し版）について 
 

▲ H26 年度協和づくり計画（初版） 

策定委員会     

▲ R１年度協和づくり計画（見直し版） 

策定委員会  

策定委員会    
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２ 協和はこうありたい（行動計画） 

大
目
標 

キ
ー
ワ
ー
ド 

こ
う
あ
り
た
い 

 地区の大目標 

「桜島・カンパチ・温泉の町 

みんなでつくろう明るく活力ある協和」 

暮らしや自然の環境 
Ｐ3～10 

ひと・交流 
Ｐ９～14 

伝統を継承し、

好きな協和を大

事にしたい 

協和のカンパチ、農

業を盛んにし、協和

の「つくる力」を引

き出したい 

協和の産業・温泉 
Ｐ15～20 

なぎさ荘周辺か

ら海の見える協

和にしたい 

中学校跡地を有

効に使いたい 

ひとが明るく集

う場をつくりた

い 

やっぱり協和は海潟

温泉！もっと温泉に

入ってもらいたい 

2



２　協和はこうありたい（行動計画）

地域・団体名・市・県・国

暮
ら
し
や
自
然
の
環
境

伝統を継承し、好きな協和を
大事にしたい

協和地区公民館
協和小学校PTA

垂水市漁協
漁業者農業者

協和地区公民館
子ども会育成会

老人クラブ

協和地区公民館
子ども会育成会

老人クラブ
協和小学校

協和小学校PTA

協和地区公民館
各振興会

中俣地区振興連
海潟地区振興連
協和小学校PTA

協和地区公民館
協和小学校ＰＴＡ
子ども会育成会

協和地区公民館
各振興会

中俣地区振興連
海潟地区振興連

協和小学校
協和小学校PTA

中俣下川踊り保存会
消防分団

垂水市漁協

キ
ー

ワ
ー

ド

こうありたい

だれが

▲ 集落座談会

▲ 相撲大会
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前期（１～３年目）
平成26～28年

中期（４～６年目）
平成29～令和元年

後期（７～10年目）
令和２年～５年

市役所関係課長等の見解

･･･注力していきたい行動計画

いつ、何をする

○伝統文化に触れ、世代間交流を

深めるイベントを行う。

○30年続く春の一日ハイキング大会の参加者を増やす。

○協和地区名物「ろっべもっ（餅）」の作り方、食べ方教室を開催し、「ろっ

べもっ（餅）」を広めていく。

○地区文化祭、相撲大会を開催し、地区の伝統を守っていく。

○郷土の誇りとして、校区運動会を盛大に開催する。

○毎夏恒例の集落座談会を通

して、青少年の健全な育成を

図るとともに、協和の知恵や知

識を継承する。

○毎夏恒例の集落座談会を通して、

青少年の健全な育成や、高齢者の

見守りの推進を図るとともに、協和

の知恵や知識を継承する。
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２　協和はこうありたい（行動計画）

地域・団体名・市・県・国

キ
ー

ワ
ー

ド

こうありたい

だれが

暮
ら
し
や
自
然
の
環
境

伝統を継承し、好きな協和を
大事にしたい

協和地区公民館
協和小学校

協和小学校PTA
民生委員

協和地区公民館
中俣地区公民館

各振興会
協和小学校

協和小学校PTA

協和地区公民館

協和地区公民館
協和小学校

協和小学校PTA
中俣下川踊り保存会

協和地区公民館
協和小学校

協和小学校PTA
垂水郷土史研究会

協和地区公民館
地域振興のために新たにつくる

組織

▲ あいさつ運動

▲ 中俣下川踊り
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前期（１～３年目）
平成26～28年

中期（４～６年目）
平成29～令和元年

後期（７～10年目）
令和２年～５年

市役所関係課長等の見解

･･･注力していきたい行動計画

いつ、何をする

―

○あいさつ、となり近所への声かけ

を通して、子どもたちの育成や高齢

者の見守りを地域ぐるみで行う。

○あいさつ、となり近所への声

かけ、子どもたちの育成を地域

ぐるみで行う。

○中俣、海潟の六月燈を継続し、地域に根差した文化を次世代に伝えて

いく。

○空き家を借りたい人に貸し、有効に活用する。

○中俣下川踊りを保存し、発表の機会を増やす。

―

○大太鼓（うでこ）踊りや疱瘡（ほそ）踊り、中俣上川踊りなどを継承してい

く。

○地域振興のための新たな組織をつくる。
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２　協和はこうありたい（行動計画）

地域・団体名・市・県・国

キ
ー

ワ
ー

ド

こうありたい

だれが

なぎさ荘周辺から海の見える
協和にしたい

協和地区公民館
各振興会

海潟温泉再生会
住民有志

暮
ら
し
や
自
然
の
環
境

伝統を継承し、好きな協和を
大事にしたい

協和地区公民館
老人クラブ

垂水郷土史研究会

協和地区公民館
民泊受入部会協和地区

海潟温泉再生会
垂水郷土史研究会

▲ 文化財の解説

▲ なぎさ荘周辺から見える景色
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前期（１～３年目）
平成26～28年

中期（４～６年目）
平成29～令和元年

後期（７～10年目）
令和２年～５年

市役所関係課長等の見解

･･･注力していきたい行動計画

いつ、何をする

○協和の歴史、郷土の偉人等に詳しい人が、知らない人に伝える場をつ

くる。

○協和に点在する石碑の拓本を取り、戦跡なども調べる。

○教育旅行生や観光客に対して、ボランティアガイドが協和地区の文化

財を紹介する。

○昔の写真、映像を集め、フェ

イスブックなどで発信する。
○昔の写真、映像を集め発信する。

○なぎさ荘周辺の美しい景観

を取り戻すよう、また、なぎさ

荘の有効活用を望む地区の

声を行政に届ける。
○なぎさ荘周辺の美しい景観を

取り戻し、なぎさ荘の有効活用を

望む声を届けるため、地域ボラン

ティアでの周囲の清掃活動に取

り組む。
○地区ボランティアできれいに

できないか、きれいにした後の

管理も含めて検討する。
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２　協和はこうありたい（行動計画）

地域・団体名・市・県・国

キ
ー

ワ
ー

ド

こうありたい

だれが

ひ
と
・
交
流

ひとが明るく集う場をつくりたい

民生委員
老人クラブ

江ノ島乙女会

暮
ら
し
や
自
然
の
環
境

中学校跡地を有効に使いたい

協和地区公民館
協和小学校PTA
子ども会育成会

協和グラウンドゴルフ同好会

市 財政課

▲つなひき（校区運動会）

▲ サロン活動
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前期（１～３年目）
平成26～28年

中期（４～６年目）
平成29～令和元年

後期（７～10年目）
令和２年～５年

市役所関係課長等の見解

･･･注力していきたい行動計画

いつ、何をする

※１　校舎内への出入りにつ
いては、防犯対策装置を設置
している為、解除キーが必要
となることから現状での利用
は難しい状況です。しかし、ト
イレ部分については、校庭側
からの出入りができるため利
用可能となっております。
　鍵・電気の管理・現状での
利用を条件として利用するの
であれば問題ないと思いま
す。

※２　旧協和中学校の各教室
においては、市役所各部署
の重要書類等が保管されて
おり、校舎には防犯対策装置
を設置しています。ご希望の
教室となると、外からの出入
口扉が設置されており、かつ
その教室から校舎内への移
動はできないことが条件とな
ります。
　そのような条件に該当する
ような教室はすでに保管場所
として利用しており、利用部
署との調整等必要になります
ので、今後、お貸しできるどう
か関係部署と協議し、検討し
たいと考えます。

― ―

○地域に呼びかけを行いながら、ボランティアで草取りや灰取りを行い、

利用価値を高める。

○校舎内トイレの出入り口の鍵を地区公民館にお預けすることについて、

鍵の管理並びに現状での利用を行う条件であれば、問題ないと思われま

す。 ※１

○休憩スペースとしての教室開放について、現在お貸しできる教室がな

い状態のため、今後検討いたします。 ※２

○敷地や校舎を利用して、地

区のイベント（つなひき大会等）

を行う。

○敷地を利用して、地区のイベント

（つなひき大会等）を行う。

○中俣公民館で行われる月１回の高齢者サロンに参加する人を増やす。

○となり近所や仲良し同士で集まって楽しく話し、お茶飲みができるような

お付き合いを広げていく。
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２　協和はこうありたい（行動計画）

地域・団体名・市・県・国

キ
ー

ワ
ー

ド

こうありたい

だれが

ひ
と
・
交
流

ひとが明るく集う場をつくりたい

協和地区公民館
協和小学校PTA

協和地区公民館
中俣公民館
各振興会
民生委員
老人クラブ
垂水市漁協

漁業者農業者

協和地区公民館
中俣地区公民館

老人クラブ
垂水市漁協
住民有志

協和地区公民館
民泊受入部会協和地区

海潟温泉再生会
垂水市漁協

地域振興のために新たにつくる
組織

▲ サロン活動

▲ 校区運動会

▲ グラウンドゴルフ大会
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前期（１～３年目）
平成26～28年

中期（４～６年目）
平成29～令和元年

後期（７～10年目）
令和２年～５年

市役所関係課長等の見解

･･･注力していきたい行動計画

いつ、何をする

○中俣公園を色とりどりの美しい楽園にする。

○海潟さくら公園にもっと人が集えるよう、にぎわいのある公園づくりを進

める。

○協和を訪れる人々に、「桜島の灰は降るけど人も土地も良いところだ

よ」とアピールできる場所やイベントをつくる。

○公民館等を利用し、子どもたちが放課後等に遊べる居場所をつくる。

○外に出て、健康づくりやスポーツを行う機会をつくる。

○イベントに参加できない方々のことも考え、やさしい配慮を加えた地域

づくりを行う。
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２　協和はこうありたい（行動計画）

地域・団体名・市・県・国

キ
ー

ワ
ー

ド

こうありたい

だれが

土木課

土木課

大隅地域振興
局建設部総務
課

ひ
と
・
交
流

ひとが明るく集う場をつくりたい

市

協和地区公民館
各振興会
民生委員
老人クラブ

江ノ島乙女会

協和地区公民館
中俣地区振興連
協和地区振興連

各振興会
自主防災組織

消防分団

▲ 敬老大会

▲ 地区文化祭の展示
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前期（１～３年目）
平成26～28年

中期（４～６年目）
平成29～令和元年

後期（７～10年目）
令和２年～５年

市役所関係課長等の見解

･･･注力していきたい行動計画

いつ、何をする

※３ 昨年度、市内の公園に
おきまして、遊具や施設の長
寿命化計画を作成いたしまし
た。今後、順次長寿命化に向
け、補修を実施することとな
なります。遊具に関しまして
は毎年度の点検が義務付け
されており、全国的に子供の
安全対策が望まれておりま
す。
　そこで当面は遊具の補修や
安全対策を第一に考えなが
ら、実施設計の際、トイレの
要望に関しまして、劣化度や
損傷度などを考慮し、検討い
たします。

※４ ※３のとおり、まずは遊
具などの長寿命化に向けた
対策を実施する計画でござい
ます。
　新たに設置する施設につき
ましては、国の補助事業であ
ります長寿命化支援事業で
は対象外となりますことから、
利用状況などを考慮しながら
その他の事業でできないか
検討いたします。

※５　必要な手続き等の情報
を収集いたします。描きたい
絵の内容や場所、時期等定
まりましたらご相談ください。

○高齢者が寝たきりにならないよう、ふれあいの場を設けて楽しみをつく

る。

○地域行事が楽しくなるよう、もっと出席者を増やす工夫を行う。

○関係機関と連携し、災害時に高齢者の避難呼びかけを行う。

○中俣公園のトイレ改修について、検討いたします。 ※３

○中俣公園への東屋やイス、テーブルの設置について、検討いたします。

※４

○護岸に絵を描くことについて、地区をPRする内容であれば問題ないと

思います。 ※５
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２　協和はこうありたい（行動計画）

地域・団体名・市・県・国

キ
ー

ワ
ー

ド

こうありたい

だれが

保健課

学校教育課

協
和
の
産
業
・
温
泉

協和のカンパチ、農業を盛んに
し、協和の「つくる力」を引き出し
たい

協和地区公民館
民泊受入部会協和地区

漁業者農業者
鹿児島きもつき農協

民泊受入部会協和地区
海潟温泉再生会

垂水市漁協
垂水市漁協婦人部

漁業者農業者
江ノ島乙女会

市

協和地区公民館
海潟温泉再生会

垂水市漁協
垂水市漁協婦人部

漁業者農業者
鹿児島きもつき農協

協和地区公民館
漁業者農業者

鹿児島きもつき農協

▲ カンパチ祭り

▲ ろっべもっ（餅）
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前期（１～３年目）
平成26～28年

中期（４～６年目）
平成29～令和元年

後期（７～10年目）
令和２年～５年

市役所関係課長等の見解

･･･注力していきたい行動計画

いつ、何をする

※６　食生活改善推進員連絡
協議会へ協力するよう積極
的に働きかけます。
　活動にあたっては、日程・参
加人数等について、同協議
会と密に連絡をとっていただ
くとともに、協和地区からの食
材提供等にもご協力頂くこと
が望ましいと考えます。

※７　協和らしいメニュー（家
庭用や給食用）の開発に対し
て助言を行ったり、学校給食
として提供したりするなどの
協力をいたします。
（生ものは出せないなどの制
限はあります。）
　また、協和のおいしい食材
を生かした給食の献立の紹
介も可能です。

― ―

○カンパチ祭りを地区全体で盛り上げ、活気ある協和をアピールする。

○水産業と農業、観光業が協力し、人々が体験できる新たなイベントをつ

くる。

○有害鳥獣、降灰に負けない対策を打ち、やりがいのある農業を展開す

る。

○素人にも分かりやすい農業実習を行い、家庭菜園を充実する。

○協和らしい料理を味わう取り組みへの協力について、食生活改善推進

員へ積極的に働きかけます。 ※６

○協和らしい料理を味わう取組について、協力いたします。 ※７

○協和の海と山のモノの合作

で協和らしい料理を開発し、味

わう。

○協和の海と山のモノを使った協和

らしい料理を味わう。
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２　協和はこうありたい（行動計画）

地域・団体名・市・県・国

キ
ー

ワ
ー

ド

こうありたい

だれが

協
和
の
産
業
・
温
泉

やっぱり協和は海潟温泉！
もっと温泉に入ってもらいたい

垂水市漁協
協和地区公民館

住民有志

協和地区公民館
海潟温泉再生会

協和地区公民館
民泊受入部会協和地区

海潟温泉再生会
温泉業者

地域振興のために新たにつくる
組織

協和地区公民館
海潟温泉再生会

協和地区公民館
海潟温泉再生会

垂水郷土史研究会
地域振興のために新たにつくる

組織

▲ 安全入浴講習会

▲ 手湯と海潟温泉郷看板
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前期（１～３年目）
平成26～28年

中期（４～６年目）
平成29～令和元年

後期（７～10年目）
令和２年～５年

市役所関係課長等の見解

･･･注力していきたい行動計画

いつ、何をする

○観光、温泉マップ、海潟温泉の看板を作り、海潟温泉をもっとアピール

する。

○温泉の割引券配布など、校区外からの入浴客を呼ぶ工夫を行う。

○風光明媚な土地柄、すばらしい歴史、文化、温泉を生かし、観光のまち

づくりに力を入れる。

○江之島を活かした観光のひ

とつとして江之島桜祭りを復活

させ、花見を行う。

○江之島を活かした観光として、鳥

居や江之島桜祭りを復活させ、花

見を行う。

○「スポーツ灰取り」など、灰とともにある暮らしに楽しみを見出している

海潟温泉再生会等の取組を応援する。
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２　協和はこうありたい（行動計画）

地域・団体名・市・県・国

キ
ー

ワ
ー

ド

こうありたい

だれが

土木課

やっぱり協和は海潟温泉！
もっと温泉に入ってもらいたい

協
和
の
産
業
・
温
泉

水産商工観光
課

協和地区公民館
垂水市漁協

垂水郷土史研究会

協和地区公民館
垂水市漁協

地域振興のために新たにつくる
組織

住民有志
垂水郷土史研究会

市

▲ 一日ハイキング大会

▲ 江之島とさくら公園
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前期（１～３年目）
平成26～28年

中期（４～６年目）
平成29～令和元年

後期（７～10年目）
令和２年～５年

市役所関係課長等の見解

･･･注力していきたい行動計画

いつ、何をする

ー

※８　看板の大きさや設置場
所など決まりましたら、土木
課へ協議をお願いします。
　また、申請の際は協和地区
公民館での申請をお願いい
たします。

※９、10　地域の活性化に繋
がるものであれば、できる範
囲で支援することは可能で
す。霧島錦江湾国立公園内
であることから環境省等へ確
認が必要となります。
　地域から具体的な計画書等
が提出されれば、関係機関に
対して相談の上、今後の取り
組みについて協議し、協力し
たいと考えております。

○鉄道跡地と海岸線を歩いてつなぐコースを活用し、地区のPRを行う。

○海潟温泉をアピールする看板設置について、許可いたします。 ※８

○江之島を活かした観光推進について、霧島錦江湾国立公園内であるこ

とから、環境省等へ確認が必要となります。 ※９

○江之島とさくら公園をつなぐ橋を建設について、霧島錦江湾国立公園

内であることから、環境省等へ確認が必要となります。※10

○刃物砥ぎのボランティアを行

う。

○江之島の定期的な清掃活動を継

続して行い、江之島とさくら公園を

つなぐ橋を架けるよう要望する。

○江之島とさくら公園をつなぐ

橋を架けるよう要望する。
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　３　参考資料（１）　こんなことをやってきた　

　

地区行事ののぼり旗

作成（Ｈ26年度）

H27年度 H28年度

・一日ハイキング大会

備品整備、講師招待等

・地区内石碑の拓本事

業

・地区行事ののぼり旗

作成

・相撲甚句を印した板

の作成

・降灰除去作業用品購

入

H26年度

協和づくりの歩み
平成26年度～令和元年度

地区の大目標

桜島・カンパチ・温泉の町

みんなでつくろう明るく活力ある協和

協和地区全戸アンケート、

協和検討会（公開講座）等

を経て、「協和づくり計

画」が完成しました！

過疎地域

温泉ソムリエ六三四氏に

よる講演（H28年度）

・さくら公園への手湯

の設置

・温泉ソムリエによる

安全入浴講習会

・海潟造船所跡の調

査やシンポジウムの

開催

・郷土史・文化財の

小冊子作成

・大太鼓（うでこ）踊

り・疱瘡（ほそ）踊り

の調査

・土俵・相撲場屋根

の補修

・「ろっべもっ（餅）」教

室での異世代交流

海潟温泉誘客促進事業

人が明るく集う場 づくり事業

手湯や看板の設置

ろっべもっ（餅）のふるまい
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H29年度

・美化活動用芝刈り機

の整備

・ピザ釜の整備

H30年度

・江之島について話し

始める

見
直
し
計
画
に
よ
る
協
和
づ
く
り
へ

過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業 （総務省）

活用を話し始めている

江之島（H30年度）

ピザ釜の整備

（H29年度）

海潟温泉誘客促進事業

づくり事業

「知」の世代間交流事業

安全入浴講習会
海潟造船所シンポジウム

郷土小冊子「協和のあゆみ」
土俵・相撲場屋根の補修

R1年度

・協和づくり計画の見

直し

・鹿児島大学公開講

座「協和づくりを語る

会」実施

協和づくりを語る会

（R1年度）
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協和地区公民館役職等 委員氏名 協和地区公民館役職等 委員氏名

1
公 民 館 長 ・
市 議 会 議 員

川 畑 三 郎 21
青 少 年 育 成
指 導 委 員

小 園 洋 一

2
公 民 館 副 館 長 ・
中 俣 公 民 館 長

木 場 洋 22 海 潟 温 泉 再 生 会 堀 之 内 順

3
協 和 地 区
振 興 連 会 長

川 尻 達 志 23
垂 水 郷 土 史
研 究 会

瀬 角 龍 平

4 公 民 館 監 事 蔵ヶ崎 純夫 24 ほ ほ え み 代 表 深見 美智代

5 公 民 館 監 事 平野 日出生 25 土 地 改 良 区 総 代 川 﨑 喜 久

6
公 民 館 文 化
教 養 部 長

宮 城 猛 男 26
中 俣 地 区
松 元 振 興 会 長

坪 内 幹 哉

7 公 民 館 総 務 部 長 野 村 継 治 27
市 ス ポ ー ツ 推 進
委 員 会 会 長

三 園 秀 幸

8
公 民 館 福 祉
厚 生 部 長

篠原 カツ子 28
垂 水 市 漁 協
青 年 部 長

川 畑 優 哉

9
公 民 館 福 祉
厚 生 副 部 長

瀬角 健一郎 29 児 童 委 員 才原 ちか子

10
公 民 館 体 育
保 健 部 長

川井田 大典 30 民 生 委 員 川 畑 里 美

11 公民館体育保健部 梅 本 和 美 31 民 生 委 員 今 井 文 弘

12 第 二 消 防 分 団 長 和 田 輝 明 32 民 生 委 員 中 村 貴 子

13 垂水市漁協組合長 岩 切 隆 美 33 地 区 推 薦 関 め ぐ み

14 協 和 小 学 校 校 長 瀬戸口 一郎 34 源 園 振 興 会 長 長 濵 高

15 協 和 小 学 校 教 頭 原田 千鶴子 35 民 泊 関 係 中村 美穂子

16
協 和 小 学 校
Ｐ Ｔ Ａ 会 長

石 堂 浩 之 36 前 公 民 館 主 事 後 迫 洋

17
協 和 小 学 校
Ｐ Ｔ Ａ 副 会 長

加治屋 のぞみ 37 公 民 館 主 事 井之上 秋秀

18
協 和 小 学 校
Ｐ Ｔ Ａ 副 会 長

岩 元 浩 人 38 市 地 域 担 当 職 員 榎 園 雅 司

19
協 和 小 学 校
Ｐ Ｔ Ａ 副 会 長

川 畑 亮 39 市 地 域 担 当 職 員 紺 屋 昭 男

20
協 和 子 ど も
育 成 会 長

園 田 直 美 40 市 地 域 担 当 職 員 岡 山 洋 恵

（２）協和づくり計画見直し委員会名簿
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（３）策定経過 

主な取組 日 付 会議の名称 参加者数 

・計画を見直すことを組織決定 R１/５/14 協和地区公民館総会 49 名 

・地域振興計画の説明及び経過説明 

・委員の増員について協議 
R１/７/12 協和づくりを語る会 23 名 

・行動計画の振り返り R１/８/６ 第１回見直し委員会 16 名 

・行動計画の振り返り R１/９/３ 第２回見直し委員会 19 名 

・行動計画の確認 

・具体的な取組の班協議 
R１/９/19 第３回見直し委員会 13 名 

・具体的な取組、要望事項等の班協議 R１/10/10 第４回見直し委員会  13 名 

・市への協力依頼項目の協議 

・「関わる団体」の項目について協議 
R１/11/14 第５回見直し委員会 14 名 

・市関係課長等と見直し行動計画案の

要望事項について意見交換 
R１/12/17 第６回見直し委員会 19 名 

・計画書の仕上げ作業 

・見直し計画書原案の承認・決定 
R２/１/23 第７回見直し委員会 19 名 

▲市関係課長との意見交換（第６回見直し委員会）     
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▲ 赤ちゃん土俵入り 

 

  

わたしたちは、平成 26 年度に 10 年間の地域振興計画「協和づくり計画」を策定し、地

域づくりに取り組んできました。 

行動計画に基づき、一日ハイキング大会をはじめとした地区行事の充実、さくら公園

への手湯等の設置、郷土小冊子「協和のあゆみ」作成など、地域活性化につながる様々

な取組を実施してきました。 

 

計画期間の中間期を迎えた今回、今後の中期・後期における地域づくりをさらに展開

させていくため、行動計画の見直しを行いました。 

見直し委員会の委員構成は、これからの協和づくりを熱い想いで考えている方々です。 

これまで実施してきた行動計画の振り返りを行い、既存計画の充実を図り、新たに取

り組みたいことを加え、ここに見直し版が完成しました。 

わたしたちは、地区の大目標「桜島・カンパチ・温泉の町 みんなでつくろう明るく

活力ある協和」の下、この協和づくり計画見直し版により、これまで以上に協力し、活

気あふれる協和づくりに取り組んでいきたいと思います。 

  

 最後に、多忙な中、協和づくり計画見直しに携わっていただいた委員の皆様、市役所

関係各課の皆様に、心から感謝申し上げます。 

 

令和２年１月 23 日 

協和地区公民館長 

協和づくり計画見直し委員会委員長  川畑 三郎 

あとがき 
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